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代表的なプロジェクト・取り組み

◼組織戦略立案・構築

• 複数のEC企業におけるビッグデータ組織構築と、AI活用

• 複数のインターネット企業における研究開発組織構築

◼先端技術活用

• 広告・ECにおけるAIを用いた売上改善、新規顧客獲得

• ヘルスケア企業におけるAIを用いたプロセス改善

◼M&A、資本提携戦略

• 大手X社（金融）におけるAI企業 M&A戦略策定

• 大手Y社（デジマ）におけるM&A戦略策定

https://note.mu/masayamori

主な著作・共著・記事

• 「ウェブ大変化 パワーシフトの始まり」 
近代セールス社 （2010年）

• 「AI フロンティア」（クリエイティブAI 担当） 
日経BP社 （2019年）

• 「大前研一 AI&フィンテック大全」 （フィンテック編） 
プレジデント社 （2020年）

• 「グローバルAI活用企業動向調査 第5版」
デロイト トーマツ （2023年）

https://note.mu/masayamori
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Deloitte AI Institute （DAII） は国内500名、海外6000名のAI人材を擁する、デロイトトー
マツグループのAIの戦略的活用とガバナンスをテーマにした実践的研究組織です

O U R  
M I S S I O N

• 人工知能（AI）の戦略的活用とガバナンスの支援
• AIによるビジネス変革と持続可能なオペレーションの達成
• 人間中心のビジョンと、社会に信頼されるAIの実現

Deloitte AI Institute

オファリング
AIパートナーとの

強固なネットワーク

社会に
信頼されるAI

Trustworthy AI

人間中心の
ビジョン
Age of With

アカデミア

ベンチャー
キャピタル

スタートアップ

ソリューション
プロバイダーAI 量産化

組織・人材改革

ビジネス変革

持続可能な
オペレーション

戦略的活用 ガバナンス
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生成AIの４つの活用

日本における生成AIの活用事例とトレンドに関して、解説記事・動画等も発信しています

https://www.youtube.com/watch?v

=40BcuTj_cv4

https://note.com/masayamor

i/n/n43dcce29cf19 

YouTube 動画 note記事

https://www.youtube.com/watch?v=40BcuTj_cv4
https://www.youtube.com/watch?v=40BcuTj_cv4
https://note.com/masayamori/n/n43dcce29cf19
https://note.com/masayamori/n/n43dcce29cf19
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Generative AIに関連する支援のタイプ

デロイト トーマツでは、生成AI（Generative AI）に関連する活用・新規事業創出サービスと
して主に以下４種類の支援を行っています

• 業務システムの刷新にあわせて、生成AIの機能

を活用していきたい

• RPAによってある程度、業務システムの自動化は

できているが限定的

• AI技術を活かした新規サービスを提供したい

• 生成AIの活用効果が汎用的な業務の生産性

向上にのみ留まっている

• 業界知見を多く蓄積できているが、自社内の活

用に留まっている

• DXが進んでおらず、非効率なプロセス、内部問

い合わせ・確認作業等が多い

• 生成AIを全社導入をしてもユースケース開発が進

まず

• ChatBotやレコメンデーション技術を顧客接点に

活用していない

• デジタルやAIを活かした顧客体験の向上が十分

にできていない

• 自社システムの利便性や生産性を向上させる

• 部門・組織をまたがった自動化を実現する

• APIを使って、ローカライズした専用アプリ、特定ド

メインにフォーカスした専用ソフトウェアを作ることで、

新規サービスを生み出す

• 特定ドメインに特化されたLLMを構築。 R&Dや

専門性を擁する領域で価値創出

• 自社内だけに留まらず、業界を変える新しいエコ

システム創出やバリューチェーン変革も目指せる

• 既存のプロセスを変更せずに、効率性や作業者

の生産性を高める

• ユースケースを量産化、CoEによってナレッジを共

有し、多くの現場業務を改善する

• LLMに、音声認識、音声合成を組み合わせ、音

声で対応を可能にする生成AIアプリを導入する

• 生産性の向上とともに、顧客接点業務・組織の

変革へつなげることができる

現状 (AS-IS) 期待状態・効果（TO-BE）

・業務システム連携

APIを使い自社システムに組み込む

新規サービスを生み出す

・独自LLM開発

特定ドメインにおけるLLMを開発し、

R&Dや新規事業に活用する

・全社導入

ChatGPTをユーザーとして活用する

・顧客対応進化

音声対話版ChatGPT

を導入し、顧客価値を創出する

1

2

4
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NVIDIA のソリューションを踏まえ、消費者・顧客との高度なアバターを介したインタラクション
を実現するFrontline AIを開発・提供しています

Deloitte の Frontline AI

Chatbot 
Development

Content 
Creation

Virtual & Digital 
Assistants

Translation

Summarization

Q&A

Social Media 
Moderation

Sentence Completion 
& Paraphrasing

Text-to-speech & 
speech-to-text

NVIDIAのAIフレームワークを活用した高度な言語認識や遅延を
感じさせない処理をさまざまなユースケースに応用していきます
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組織ガバナンス

【組織ガバナンス】 組織と各サービスがライフサイクルを通して連携し、

環境変化へ持続的に適応するアジャイルガバナンスが求められます

組織ガバナンス AIサービスAIサービスマネジメント

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

(ペルソナの具

体化)

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

(ペルソナの具

体化)

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

・
・
・

外部システムへの影響

（透明性・アカウンタビリティ）

評価

システムデザイン

ゴール設定

運用

環境・リスク分析

外部システムからの影響

①ガバナンスゴール

策定方法の確立

②AIサービスの

ライフサイクル管理

体制・プロセス

経済産業省 「AI原則実

践のための企業ガバナンス・

ガイドライン」

③AIガバナンスの

動向を踏まえた

再評価 ④AIサービスマネジ

メント支援

組織ガバナンスは、各AIサービスの検討を支えるフレームワークを提供

① 各AIサービスのガバナンスゴール策定方法

② 企業スタイルに応じた「AIサービスのライフサイクル管理体制・プロセス」

③ ガバナンスゴールを再評価(レビュー・アップデート検討)するための仕組み

④ AIサービスマネジメントの支援

AIサービスがライフサイクルにおいて、以下の内容を具体化

① AIサービスのガバナンスゴール(実現すべき価値・目的)を適切に検討

② AIサービスのライフサイクル(企画→PoC→サービス化→利活用)を遂行

③ AIサービスのガバナンスゴールの再評価(レビュー・アップデート検討)

④ AIサービスマネジメントを高度化・効率化



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.

Generative AI による業務生産性向上
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生成AIの経済への影響

生成AIは世界のGDPを7％増加させると同時に3億人の雇用に影響を与えるという調査報
告、日本は世界で3番目に大きな影響を受けるとの指摘も

出典

https://gigazine.net/news/20230330-generative-AI-risk/

https://www.key4biz.it/wp-content/uploads/2023/03/Global-Economics-Analyst_-The-

Potentially-Large-Effects-of-Artificial-Intelligence-on-Economic-Growth-Briggs_Kodnani.pdf

Tyna Eloundou, Sam Manning, Pamela Mishkin, Daniel Rock (Open AI) 

“GPTs are GPTs: An Early Look at the Labor Market Impact Potential of 

Large Language Models” (https://arxiv.org/abs/2303.10130)

ゴールドマンサックスのレポート：

2033年までに、ジェネレーティブAIは10年

間で世界のGDPを7％引き上げる恩恵

を与える一方で、労働市場に「大きな混

乱」をもたらし、主要な経済圏で3億人

規模のフルタイム労働者の仕事が自動

化の影響を受けると予測される。日本は

世界で3番目に大きな影響を受ける

ペンシルベニア大のレポート：

米国の多くの労働力が少なくとも仕事の

10％に影響を受ける可能性があり、約

19%の労働者の半分の仕事に影響を与

える

https://arxiv.org/abs/2303.10130
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Generative AIに関連する支援のタイプ

デロイト トーマツでは、生成AI（Generative AI）に関連する活用・新規事業創出サー
ビスとして主に以下４種類の支援を行っています

• 業務システムの刷新にあわせて、生成AIの機能

を活用していきたい

• RPAによってある程度、業務システムの自動化は

できているが限定的

• AI技術を活かした新規サービスを提供したい

• 生成AIの活用効果が汎用的な業務の生産性

向上にのみ留まっている

• 業界知見を多く蓄積できているが、自社内の活

用に留まっている

• DXが進んでおらず、非効率なプロセス、内部問

い合わせ・確認作業等が多い

• 生成AIを全社導入をしてもユースケース開発が進

まず

• ChatBotやレコメンデーション技術を顧客接点に

活用していない

• デジタルやAIを活かした顧客体験の向上が十分

にできていない

• 自社システムの利便性や生産性を向上させる

• 部門・組織をまたがった自動化を実現する

• APIを使って、ローカライズした専用アプリ、特定ド

メインにフォーカスした専用ソフトウェアを作ることで、

新規サービスを生み出す

• 特定ドメインに特化されたLLMを構築。 R&Dや

専門性を擁する領域で価値創出

• 自社内だけに留まらず、業界を変える新しいエコ

システム創出やバリューチェーン変革も目指せる

• 既存のプロセスを変更せずに、効率性や作業者

の生産性を高める

• ユースケースを量産化、CoEによってナレッジを共

有し、多くの現場業務を改善する

• LLMに、音声認識、音声合成を組み合わせ、音

声で対応を可能にする生成AIアプリを導入する

• 生産性の向上とともに、顧客接点業務・組織の

変革へつなげることができる

現状 (AS-IS) 期待状態・効果（TO-BE）

・業務システム連携

APIを使い自社システムに組み込む

新規サービスを生み出す

・独自LLM開発

特定ドメインにおけるLLMを開発し、

R&Dや新規事業に活用する

・全社導入

ChatGPTをユーザーとして活用する

・顧客対応進化

音声対話版ChatGPT

を導入し、顧客価値を創出する

1

2

4

3
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生成AIの活用に関するプレスリリース

大手企業を中心に生成AIの導入・活用が進み、対外的なプレスリリースも積極的に
行われる
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生成AIの活用機会

生成AIは幅広い業務において適用可能と想定される
自動応対やデザインの分野で業務適用が進みつつある

バック

オフィス領域

フロント

オフィス領域

共通

◼ 主に社内向けの文書作成・校正・要約技術

◼ 所管に関わらず、文書作成・要約の一次起案で活用し、担当者業務の負荷を軽減
例）議事録・想定QA作成、募集文書作成・校正

◼ 開発コードの自動生成、コード規約遵守のチェック、品質・バグのチェック

◼ 社内外文書の法的解釈も含めてリスク・有望性を評価

◼  契約書レビュー・特許評価で活用し、担当者業務の負荷を軽減

◼ 不正検知の自然言語処理による精度向上

◼ リスクが潜む社内文書・会話から不正・不適正を検知し、リスクを評価することで早期発見・未然防止

◼ 研修の企画アイデア出し、研修メニュー、コンテンツの草稿作成

◼ 要員配置や採用の適性評価・スキル評価により、担当者業務の負荷を軽減

◼ 大量の外部環境に関する文章や顧客のコメント・アンケート回答から、インサイトを導出

◼ 経営計画への影響分析の効率化、KPI分析の高度化により、担当者業務の負荷を軽減・高度化

◼ 過去の支出のサマリ

◼ ソーシング先の調査

◼ 顧客の声や営業記録等の文章からのインサイト導出

◼ 営業職員を支援するチャットボット

◼ SNS投稿や顧客の声を分析して顧客特徴を特定・分類

◼ Webサイトを分析してSEO効果を評価

◼ プロダクトデザイン、パッケージデザイン

◼ 自社過去資料の要約、他社動向の調査

◼ 会話記録の要約

◼ 顧客との会話を分析したクオリティ評価

◼ チャットボットによる問い合わせ回答の自動化

コーポ

レート

顧客

対応

IT

法務

リスク・

コンプラ

人事

経営管理

調達

営業

営業

デジマ

設計

コール

センター

商品・

サービス

開発
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エンタープライズサーチ・業務アシスタント事例

文章作成、要約等、幅広い業務の生産性向上を目指した全社導入事例も登場、追加
学習でのカスタマイズで高度化を目指す動きも存在

13

出所: Monoist, “生産性向上だけじゃない、パナソニックコネクトがChatGPTを全社導入した理由

パナソニック

◼ パナソニックコネクトが2022/10より導入の検討を開始。
2023/2より「Azure OpenAI Service」を活用して開発した
「ConnectGPT」を国内社員向けに導入。2023/4より
ChatGPTをベースに構築したAIアシスタントサービス「PX-

GPT」をパナソニックグループ国内全社員向けに展開。

◼ データ分析、デジタルマーケティング、プログラム開発支援
等、広い業務で外部情報漏洩を防止しつつ生産性の向上
を狙う

https://monoist.itmedia.co.jp/mn/articles/2304/21/news067_2.html
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企業での社内導入におけるTips

GPTの社内展開している企業においては、活用推進・分析・ガバナンスの３つの観点
から、GPTをラップしたWeb IFを提供している

プロンプト・コンテンツ

フィルタリング

有用なプロンプト

の利用促進

独自Web画面

プロンプトと効果の

分析

• 入力されたプロンプトを、OpenAI の Moderation API や、Microsoft AzureのContents 

Filter を使ってフィルタリングを行う。アウトプットのフィルタリングも実施する

• また自社独自の禁止ワードや特定様式のプロンプト、プロンプトの文字数制限等のフィルタリン

グも行い、プロンプトのログ取得も行う

• プロンプトエンジニアリングを用いたテンプレートをマウス操作で選択することで、目的とする活用

をサポートする（「あなたは、経験豊富なXX領域のプロフェッショナルです。以下の文書を批判

的に添削してください」等）また、関連プロンプトのレコメンドも行われ、社員が開発した効果

的なプロンプトの共有を進める

• 同時に、不適切な入力やアウトプットに対するリスクを下げる

• 様々な機能追加やコンテンツフィルタリングを実行するた

めに独自のWeb画面をかぶせる

• 利用ガイドラインへのリンクも付与し、不適切な入力やア

ウトプットに対するリスクを下げる

• 将来的な拡張として自社システムとの連携も視野に

• Web画面を通して取得したプロンプトのログを分析し、社内での活用用途や利用傾向を分析

する（OpenAIのAPIを用いて分析すると、その分課金されコストが2倍となる）

• またプロンプトの結果に対してのフィードバック（「業務に役立った」、「役立たなかった」、「誤り

がある」等）を独自Web画面から収集することで、プロンプトの効果も分析する

出典） 各社へのヒアリングをもとにデロイトで作成

活用推進

分析

ガバナンス

ガバナンス

ガバナンス

活用推進

活用推進

分析

パナソニック社 PX-GPTの画面

出典) https://news.panasonic.com/jp/press/jn230414-1
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「調査・分析」等の情報収集及び整理という定型業務だけでなく、「企画・創作」用途にも
活用され、ブレーンストーミング、論点出し、企画立案等、高度な知的生産も効率化する

調査・分析、企画・創作用と

「調査・分析」用途 「企画・創作」用途

✓ 目的：既にあるものを適切に・効率的に把握する
✓ 活用例：調査、分析、要約、整理、検出、予測、、、

✓ 目的：自明ではない新しいものをつくりだす
✓ 活用例：作成、創作、修正、立案、企画、計画、判断、最適化、、、

自然で高品質な出力

詳細な
指示ができ

る

Chat

GPT

Chat

GPT

User User
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財務分析や株価の予測など、高度な活用も可能

用途：財務分析

User
Chat

GPT

✓ 財務データを入力することで一般的な財

務分析を行うことができる

脚注：OpenAI社ChatGPTのサービスを利用してデロイト トーマツが作成。
デロイト トーマツが作成した架空のデータを使用

✓ ChatGPTが株価予測にも活

用できるという論文も 

（2023/4/10）

出典)

https://papers.ssrn.com/sol3/pap

ers.cfm?abstract_id=4412788

Can ChatGPT Forecast Stock 

Price Movements?
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稟議書作成 時におけるChatGPT利用方法（事例）

GPT活用によって稟議書作成の効率化が可能。また社内文書・システムを連携させ
稟議書の決済ルートを教えてもらうこともでき、GPTを中心に作業工程を統合できる

参考資料の調査
稟議書

ストーリー検討
稟議書作成 自己レビュー

・社内サイトから規程集サイ
トの検索
・社内規程を調査し、決裁
ルート、決裁者の確認
・過去類似資料の調査

従来

Chat

GPT

利用時

・稟議書に記載すべき事項
の整理（背景、目的、、、）
・稟議書ストーリーの検討

・稟議書の執筆
ー文章作成
ーイメージ図等の作成

・校正
・修正

・ChatGPTに、稟議書概要
を伝え、決裁ルート、決裁
者を教えてもらう

・ ChatGPTに、稟議書概
要から過去類似資料の傾
向を教えてもらう

・ ChatGPTに、稟議書概
要を伝え、記載すべき事項
を考慮したストーリーのた
たき台を作成してもらう

・ChatGPTに、所定の稟議
書フォーマットに文章を記
載してもらう

・ChatGPTで記載できない
事項については、担当者が
作成する（イメージ図等）

・ChatGPTに、誤字・脱字
等の構成チェックを行っても
らう

・担当者は、稟議書の修正
を行う

２時間

10分

２時間 8時間 4時間

10分 4時間 2時間

トータル16時間(2営業日)

トータル6時間20分(1営業日以内)

手作業
ChatGPT

活用



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.18

マルチリンガル翻訳＋議事録作成 デモ

音声認識・翻訳とも組み合わせることで、グローバル環境での業務遂行の支援にも生
成AIは威力を発揮します

デモ
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✓ 部門業務ごとにユースケースを検討、効果・リスク観点から優先度付

ChatGPTを活用したビジネスユースケースの検討

✓ 業務プロセスのパターン化とChatGPT適用フレームワークの構築

ChatGPTを活用した業務プロセスの変革

19

【参考】デロイトではChatGPTを利活用したユースケース及び業務プロセスの変化につ
いて様々なパターンを実験しながら検討しています

ChatGPTを活用したビジネスユースケースの検討と業務プロセスの変革

部門

法務部門

人事部門

経理部門

IT部門

顧客サポート部門

購買部門

マーケティング部門

経営企画部門

総務部門

内部監査部門

リスクマネジメント部門

・・・



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.

Generative AI によるシステム連携
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Generative AIに関連する支援のタイプ

デロイト トーマツでは、生成AI（Generative AI）に関連する活用・新規事業創出サー
ビスとして主に以下４種類の支援を行っています

• 業務システムの刷新にあわせて、生成AIの機能

を活用していきたい

• RPAによってある程度、業務システムの自動化は

できているが限定的

• AI技術を活かした新規サービスを提供したい

• 生成AIの活用効果が汎用的な業務の生産性

向上にのみ留まっている

• 業界知見を多く蓄積できているが、自社内の活

用に留まっている

• DXが進んでおらず、非効率なプロセス、内部問

い合わせ・確認作業等が多い

• 生成AIを全社導入をしてもユースケース開発が進

まず

• ChatBotやレコメンデーション技術を顧客接点に

活用していない

• デジタルやAIを活かした顧客体験の向上が十分

にできていない

• 自社システムの利便性や生産性を向上させる

• 部門・組織をまたがった自動化を実現する

• APIを使って、ローカライズした専用アプリ、特定ド

メインにフォーカスした専用ソフトウェアを作ることで、

新規サービスを生み出す

• 特定ドメインに特化されたLLMを構築。 R&Dや

専門性を擁する領域で価値創出

• 自社内だけに留まらず、業界を変える新しいエコ

システム創出やバリューチェーン変革も目指せる

• 既存のプロセスを変更せずに、効率性や作業者

の生産性を高める

• ユースケースを量産化、CoEによってナレッジを共

有し、多くの現場業務を改善する

• LLMに、音声認識、音声合成を組み合わせ、音

声で対応を可能にする生成AIアプリを導入する

• 生産性の向上とともに、顧客接点業務・組織の

変革へつなげることができる

現状 (AS-IS) 期待状態・効果（TO-BE）

・業務システム連携

APIを使い自社システムに組み込む

新規サービスを生み出す

・独自LLM開発

特定ドメインにおけるLLMを開発し、

R&Dや新規事業に活用する

・全社導入

ChatGPTをユーザーとして活用する

・顧客対応進化

音声対話版ChatGPT

を導入し、顧客価値を創出する

1

2

4

3
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GPTを社内システムとの連携や自然言語での回答を生成するインタフェースとして用いることで、社内

データを活用した有用な回答を生成する仕組みが実現される

LLM社内活用アーキテクチャ（RAG： Retrieval Augmented Generation）

このシステム連携の手法によって、将来的に運用コストを
おさえた仕組みとして構築することが可能
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生成AIを多様な業務システム共通のインターフェースとして機能させることで、システムの複雑性による

問題を解決し、業務や組織の構造を抜本的に変革し得る可能性も見えてきます

RAG： Retrieval Augmented Generation

APIで
疎結合化

As-Isのストラクチャー

⚫ 業務システムがヒトによる操作を前提に設計されている

⚫ 各業務で固有の知識が生まれ、業務が属人化、業務フローも分化

（業務フローの分化に伴って組織も細分化・サイロ化）

⚫ AIはあくまで各々に特化した業務に対する補助する存在

各業務固有の

利用

A業務

システム

B業務

システム

Cデータ

ベース

…

各業務ごとに必要な

AI・業務システムへの

Inputなどが異なり、

業務運用には

「専門家」が多数必要

（属人化も）

Generative AI

A業務

システム

B業務

システム

Cデータ

ベース

RPAや他の

AI技術

APIで各業務
システムを操作

照会・アイデアの

壁打ちや業務指示

必要に応じRPAや他のAIや
技術と組み合わせ自動化も進める

Generative AIが
単一のIFとして機能

⚫ 業務システムをAPIで疎結合化し、GAIが単一のインターフェースとして
それらをAPIを通じて“使いこなす”存在になり得る

⚫ ヒトはAIの専門知見のサポートを受けながらそのまま業務指示を

出せるため、役割は“意思決定”にフォーカスしつつ、多能工となる

⚫ 上記に伴い、組織の大括り化(効率化)、柔軟性向上等が実現可能に

To-Beのストラクチャー

作業指示書

業務マニュアル

意思決定にフォーカスしつつ

単能工から多能工へシフトする
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Generative AIを活用した更なる自動化

Generative AI+ロボットにより、更なる自動化の進化が見込めます

Generative AIを活用した

更なる自動化

Generative AIを業務自動化の

ユースケースに直接組み込む

業務自動化の

可能性をさらに拡大・高度化

すべての手作業

メールを受信
内容・添付ファイルを確認し、

必要な処理を決定

システムを

開く
データを入力する

登録結果を

レポート出力

内容に沿った

報告メール作成
メール送信

自動化ツールの活用

メールを受信
内容・添付ファイルを確認し、

必要な処理を決定

システムを

開く
データを入力する

登録結果を

レポート出力

内容に沿った

報告メール作成
メール送信

Generative AIと自動化ツール（適用範囲の拡大）の活用

メールを受信
内容・添付ファイルを確認し、

必要な処理を決定

システムを

開く
データを入力する

登録結果を

レポート出力

内容に沿った

報告メール作成
メール送信

オ
ー

ト
メ

ー
シ

ョ
ン

の
進

化

① ロボットにより自動化

② 生成 AI の統合により自動化

入力と検証に人が介入人間の仕事 自動化作業凡例：
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生成AIを活用した自動化の3つの代表パターン
活用例は1つ以上のパターンの複合的な組み合わせ

パ
タ
ー
ン

1

『読み取り / 書き込み』

パ
タ
ー
ン

2
パ
タ
ー
ン

3

『取得 / 分析 / 実行』

『補助・支援』

RPAはLLMの出力結果を用いて様々

な業務プロセスを実行可能

（日報を読み込み、過去の日報・他

情報と照らし合わせ対象会社への

Next Actionを推奨するなど）

RPAは複数の情報ソースからコンテクス

ト（文脈）を収集し、パーソナライズさ

れたメッセージを生成・配信可能

（問い合わせに対してデータ検索し、

自動で返信案を制するなど）

RPAは対話型アシスタントにコンテクス

ト（文脈）とアクションを付与可能

情報ソース 1

情報ソース 2

情報ソース 3

情報ソース 4

LLM

取得 分析

データ 最適な推奨

アクション

システム 1

システム 2

システム 3

システム 4

実行

LLM

システム 1

システム 2

システム 3

システム 4

実行

Chatなどの対話型
双方向のIF

人

ナレッジベース

レスポンス

アクション

OR

情報ソース 1

情報ソース 2

情報ソース 3

情報ソース 4

LLM
メール 要約 コンテンツ

RPA

RPA RPA

RPA
RPA

読み取り 書き込み

人による実行

人による実行

人による実行

取得

分析

25
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パターン1- 「読み取り / 書き込み」
LLM（大規模言語モデル）は、 受け取ったコンテキストを基に、パーソナライズされたテキストを生成することに優れています。（コンテキス
トを要約してサマリを作ることも、元のコンテキストの表現を変えたり、情報を追加してより長文を作成することにも長けています。） 
RPAは、関連する様々なコンテキストの収集と、LLMに対するプロンプト（テキストの要求）を担います。
また、人を介在させることにより出力結果を微調整するフローを実装することができます。

活用例

人の入力および
バリデーション（微調整）

ヒューマン・
インザループ

ソース1

ソース2

ソース3

ソース4

LLM

入力 生成

電子メール サマリー コンテンツ

システム1

システム2

システム3

システム4

配布/配信

コールドコールメール

対象とする顧客層に関するコンテキストを収集し、

メールを生成します。

お客様の声への対応

顧客の感情や過去の履歴情報を収集し、オー

ダーメイドの回答を生成します。

企画書の作成

ナレッジベースから複数の回答を組み合わせて、提

案の質問に対するカスタマイズされた回答を生成

します。

応募者通信

面接官からのフィードバック、仕事内容の詳細、応

募者の履歴書を組み合わせて、応募者に合わせ

たコミュニケーションを実現します。

お客様の概要

顧客履歴、サポート履歴などを要約し、顧客対応

エージェント（営業やオペレータなど）がより迅速

に利用できるようにします。

メール/PMOの要約

PMツール、電子メール、その他のソースから、より迅

速にエグゼクティブ向けの概要を要約します。

本人確認情報の要約

本人確認審査の迅速化のために、複数の情報

源から資料を収集し要約します。

コンプライアンスとESGレポート

複数のシステム/ソースからのデータおよびレポートを

監視し、一貫性のあるレポートを作成します。

製品ドキュメント

チケットやマーケティングからの情報（特徴）をまと

めた製品ドキュメントの作成と管理を行います。

不正なコミュニケーション

複数のシステムから得た情報を照合し、顧客との

やり取りを作成します。

保険金請求コミュニケーション

複数のシステムからの情報を統合し、保険金請求

に関するお客さまとのコミュニケーションを行います。

医療保険申し立てのやりとり

顧客と状況に関する情報を使用して、顧客に合

わせたコミュニケーションを行います。

RPA RPA

開始要件

がRPA

26
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パターン2 – 「取得 / 分析 / 実行」
LLMはプロンプトを工夫することで、複数の非構造化データから構造化データ（データテーブル、コードなど）を生成することができます。RPAは関連する情報ソースか

らコンテキストを収集し、LLMから構造化データを生成させます。

さらにRPAの後段のプロセスでは、構造化された出力結果をシステムデータと比較、もしくは人間によるチェックなど、検証を行うこともできます。期待する構造化出

力結果が生成されれば、その出力に基づいて後続の作業も実行することができます。

ソース1

ソース2

ソース3

ソース4

LLM

入力 分析

データ

システム1

システム2

システム3

システム4

実行／検証

人間による入

力 と検証

活用例

複数情報ソースからのレポート作成
異なるシステム、文書、電子メールからレポートを収

集し統合する。

データの構造化・正規化
異なるソースからのデータを、共通形式に正規化す

る。

双方向確認
複数システムからデータを正規化し、さらに人間が

検証できるように2つの相違点を調整する。

ベストアクションの提示
ソースからコンテキストを収集し、候補リスト内から

推薦アクションを提示し、実行することができる。

アクションアイテムの実行
会話履歴からフォローアップのためのアクションを抽

出し、自動化できるものは実行する。

アップセル／クロスセルアシスタント
顧客の履歴やニーズを収集し、何を売るべきかの

レコメンドと、それを売るための文章を生成する。

契約情報の抽出
契約書や覚書から構造化データを抽出し、情報

ソースと照合してシステムに入力する。

企業情報の抽出
企業資料から重要な数値を抽出し、人による検

証を行い、プロセスで活用する。

テストデータクリエイター
アプリケーションテスト用のテストデータを生成し、

RPAを使用してシステムに入力する

ジェネリック クラシファイア
非構造化データを取り込み、事前定義された分

類項目に分類。後続プロセスのインプット情報とし

て使用する。

競合他社の分析
競合他社の価格、ニュース、レビューなどをモニター

し、見解を構造化データとして抽出する。

ベンダーの選定
複数のベンダーからの提案を分析し、重要な差別

要因を抽出し、推薦ベンダーを提示する

ネクスト

ベストアクション

開始要件

がRPA

ヒューマン・

インザループ

RPA RPA
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パターン 3 – 補助・支援

最も一般的なユースケースは、独自のナレッジベースを活用した「カスタムChatGPT」です。RPAは、ナレッジベースを柔軟に参照しながらプロンプトを組み立て、LLMに直

接指示を投げ、対話型インターフェースを強化することができます。

アクションにつながるアシスタントインタラクションでは、RPAはラストワンマイルの業務プロセスの実行に使用されます。

LLM

システム 1

システム 2

システム 3

システム 4

実行

対話型インタフェース人

ナレッジベース

レスポンス

アクション

OR

人の介在

活用例

ナレッジベース・アシスタント
RPAを使用して、LLMにアクセス可能な知識を補

強します。データベースをベクトル化したり、プロンプ

トに埋め込む。

サポート・エスカレーション・アシスタント
カスタマーサポートのエスカレーションに特化したナレッジ

ベースアシスタントのバリエーション。

学習アシスタント
RPAは、さまざまな学習プラットフォームからコースを

検索し、ユーザーに推奨することができます。

セルフサービス・ヘルプデスク
LLMは強化されたアシスタント・インターフェースを作

成します。RPAを使用して、一般的なタスクを舞

台裏で実行します。

福利厚生アシスタント
福利厚生に関する従業員の質問に答え、福利

厚生の選択や変更を自動化する。

社員旅行コンシェルジュ
RPAは、出張規定やフライト/ホテルデータに関する

コンテキストを提供し、ユーザーが準拠した旅行をよ

り迅速に予約できるようにします。

レガシーシステム・オーグメンター（強化・推進）
レガシーシステムにはLLMが統合されていない

可能性が高い。RPAは、古いシステムにLLMの

付加機能をもたらすために使用できます。

ローカライゼーション・アシスタント
LLMは異なる言語へのローカライズが得意になって

います。RPAは、他のツールに対する出力の検証を

支援します。

サプライチェーンバイヤーアシスタント
バイヤーの在庫管理とサプライヤーへの発注をス

ピードアップする会話型インターフェース

パーソナライズド・アシスタント
より多くのリーダ/ライタおよびアナライザ/ドゥアのア

クションを実行するために、会話型インターフェース

を使用します。

ガイド付きフォーム入力
会話型インターフェースは、ユーザーからの入力を収

集・検証します。RPAはこれらの回答をシステムに

入力します。

Ask GPT (Document)
オートメーションで特定のドキュメントを収集し、ユー

ザーがそれについて質問できるようにする。

開始要件

が人

RPA

RPA RPA
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従来扱いづらかった文章などを構造化することで、データの価値を最大限に引き出し更なる分析技術のビジネス活用が可能に

【事例】生成AIで営業データから重要情報を抽出／分類し分析に活用

セールス

Botが
生成AIの情報を基に
関連システムからの
追加情報なども加え

DWHへ蓄積

AI
OC
R

分析者

データウェアハウスなど

分析者は
これまで蓄積したデータ

（顧客属性や契約など）に加え
営業活動などのデータを使い
分析や学習モデル作成、

精度向上などの取り組みを実施

Botは
生成AIのから情報を

関連システムへも登録更新

営業活動データ
（構造化デー

タ）

契約や顧客属性などの既存データ

生成AIが
自由文等から

内容を抽出／分類

Botによる自動
化

Co-Pilot 機能
（人とBotの協
働）

営業ログが自由文のまま
データベースに蓄積

タブレットなどから
お客様との対面活動など

営業ログが記録

Botが定期的に
営業ログが蓄積された
データベースから
情報を取得

営業活動データ
（非構造化データ）

※既存の運用と仕組み

データの生成と蓄積処理プロセス

分析可能な状態
で

営業ログが蓄積

事例
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Generative AI による顧客対応進化
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Generative AIに関連する支援のタイプ

デロイト トーマツでは、生成AI（Generative AI）に関連する活用・新規事業創出サー
ビスとして主に以下４種類の支援を行っています

• 業務システムの刷新にあわせて、生成AIの機能

を活用していきたい

• RPAによってある程度、業務システムの自動化は

できているが限定的

• AI技術を活かした新規サービスを提供したい

• 生成AIの活用効果が汎用的な業務の生産性

向上にのみ留まっている

• 業界知見を多く蓄積できているが、自社内の活

用に留まっている

• DXが進んでおらず、非効率なプロセス、内部問

い合わせ・確認作業等が多い

• 生成AIを全社導入をしてもユースケース開発が進

まず

• ChatBotやレコメンデーション技術を顧客接点に

活用していない

• デジタルやAIを活かした顧客体験の向上が十分

にできていない

• 自社システムの利便性や生産性を向上させる

• 部門・組織をまたがる自動化を実現する

• APIを使って、ローカライズした専用アプリ、特定ド

メインにフォーカスした専用ソフトウェアを作ることで、

新規サービスを生み出す

• 特定ドメインに特化されたLLMを構築。 R&Dや

専門性を擁する領域で価値創出

• 自社内だけに留まらず、業界を変える新しいエコ

システム創出やバリューチェーン変革も目指せる

• 既存のプロセスを変更せずに、効率性や作業者

の生産性を高める

• ユースケースを量産化、CoEによってナレッジを共

有し、多くの現場業務を改善する

• LLMに、音声認識、音声合成を組み合わせ、音

声で対応を可能にする生成AIアプリを導入する

• 生産性の向上とともに、顧客接点業務・組織の

変革へつなげることができる

現状 (AS-IS) 期待状態・効果（TO-BE）

・業務システム連携

APIを使い自社システムに組み込む

新規サービスを生み出す

・独自LLM開発

特定ドメインにおけるLLMを開発し、

R&Dや新規事業に活用する

・全社導入

ChatGPTをユーザーとして活用する

・顧客対応進化

音声対話版ChatGPT

を導入し、顧客価値を創出する

1

2

4

3
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デジタルヒューマン

デロイトには、UneeQ社のデジタルヒューマン技術を活用したサービスの実装実績があり
ます

デジタルヒューマン株式会社 (digitalhumans.jp)

国内ではデジタルヒューマン株式会社が販売https://www.youtube.com/watch?v=9YQypxqpuMI 

https://www2.deloitte.com/nl/nl/pages/publieke-sector/solutions/digital-

human.html 

https://www.digitalhumans.jp/
https://www.youtube.com/watch?v=9YQypxqpuMI
https://www2.deloitte.com/nl/nl/pages/publieke-sector/solutions/digital-human.html
https://www2.deloitte.com/nl/nl/pages/publieke-sector/solutions/digital-human.html
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オルツ社のソリューション

日本国内では、オルツ社との連携を開始しており、日本語対応のAIアバターやデジタ
ルクローン、（LLMに基づいた）カスタマイズされたAIボットを提供している

参考） オルツ社
https://alt.ai/

altBrain

CloneDev

https://www.youtube.com/watch?v=4UAkwH4KlPI 

https://alt.ai/
https://www.youtube.com/watch?v=4UAkwH4KlPI
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独自LLM開発
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Generative AIに関連する支援のタイプ

デロイト トーマツでは、生成AI（Generative AI）に関連する活用・新規事業創出サー
ビスとして主に以下４種類の支援を行っています

• 業務システムの刷新にあわせて、生成AIの機能

を活用していきたい

• RPAによってある程度、業務システムの自動化は

できているが限定的

• AI技術を活かした新規サービスを提供したい

• 生成AIの活用効果が汎用的な業務の生産性

向上にのみ留まっている

• 業界知見を多く蓄積できているが、自社内の活

用に留まっている

• DXが進んでおらず、非効率なプロセス、内部問

い合わせ・確認作業等が多い

• 生成AIを全社導入をしてもユースケース開発が進

まず

• ChatBotやレコメンデーション技術を顧客接点に

活用していない

• デジタルやAIを活かした顧客体験の向上が十分

にできていない

• 自社システムの利便性や生産性を向上させる

• 部門・組織をまたがる自動化を実現する

• APIを使って、ローカライズした専用アプリ、特定ド

メインにフォーカスした専用ソフトウェアを作ることで、

新規サービスを生み出す

• 特定ドメインに特化されたLLMを構築。 R&Dや

専門性を擁する領域で価値創出

• 自社内だけに留まらず、業界を変える新しいエコ

システム創出やバリューチェーン変革も目指せる

• 既存のプロセスを変更せずに、効率性や作業者

の生産性を高める

• ユースケースを量産化、CoEによってナレッジを共

有し、多くの現場業務を改善する

• LLMに、音声認識、音声合成を組み合わせ、音

声で対応を可能にする生成AIアプリを導入する

• 生産性の向上とともに、顧客接点業務・組織の

変革へつなげることができる

現状 (AS-IS) 期待状態・効果（TO-BE）

・業務システム連携

APIを使い自社システムに組み込む

新規サービスを生み出す

・独自LLM開発

特定ドメインにおけるLLMを開発し、

R&Dや新規事業に活用する

・全社導入

ChatGPTをユーザーとして活用する

・顧客対応進化

音声対話版ChatGPT

を導入し、顧客価値を創出する

1

2

4

3
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Enterprise LLM /Chemical LLMの発展

様々なデータフォーマットに対応した大規模言語モデル（LLM）に自社の知識・知恵を
集約することで、研究開発の効率化・高度化が進んでいく

https://about.bloomberg.co.jp/blog/press-bloomberggpt-50-billion-

parameter-llm-tuned-finance/ 

化学知識を一つのLLMに集約金融分野に特化したLLMを開発

7000億トークンを超える大規模なトレーニングコーパスを構築。
金融タスクにおいて同規模の既存オープンモデルを大きく上回
り、一般的なNLPベンチマークと比べても同等以上の性能を発
揮

https://about.bloomberg.co.jp/blog/press-bloomberggpt-50-billion-parameter-llm-tuned-finance/
https://about.bloomberg.co.jp/blog/press-bloomberggpt-50-billion-parameter-llm-tuned-finance/
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日本企業のGenerative AIに関する取り組み、政策

日本語LLM独自開発や活用を目指す動きがあり、
政府はこの動きを支援する他、規制を含む開発・活用政策の議論を進めている

37

企業 直近の動向

NEC
◼ 金融、製造、小売り等、特定分野に特化した生成AIの研究

開発を進行中。汎用型よりも個別用途特化型の市場ポテン

シャルを見込み、23年中にも提供したい考え

NTT
◼ FY23中を目標に、金融、法律等の各分野に特化した生成AI

開発・公開を計画。パラメーター数70億〜300億に抑え、電力

消費、運用コストを抑制する方針

東工大・富

士通等

◼ FY23中を目標に、スパコン富岳を活用した高度なLLMの開発

に取り組む。日本語中心で構築し、FY24より国内企業に無償

提供予定。パラメーター数は1000億程度を目指す。

サイバーエー

ジェント

◼ オープンデータで学習した商用利用可能な日本語LLM

「OpenCALM」をオープンソース公開。最大68億パラメーター、で

23年5月時点では日本国内の現行公開モデルでは最大規模。

自社のAI広告制作サービスですでに積極的に利用

LINE 

WORKS

◼ LINEから、NAVERと共同開発した日本語LLM

「HyperCLOVA」含むAI事業を吸収・統合。ビジネスチャット

「LINE WORKS」でのAI活用を進め、サービス強化を図る方針

ABEJA

◼ 独自LLMを構築しており、22年に日本語LLMの一部をオープン

化。23年3月、「ABEJA LLM Series」として商用化し自社のソ

フトウェア群「ABEJA Platform」に搭載、ユーザーの基幹業務

やサービスへの生成AI活用を支援。Nvidia、Google等が出資

日系企業は日本語や業界特化型LLMの開発に取り組む 政府はAI戦略会議を設置し、政策を検討

◼ 生成AIを含むAI全般の開発・活用を促進する方策を議論

◼ 著作権や個人情報の扱いなど規制の必要性も精査

◼ 23年6月、経産省は生成AI開発向けスパコンを整備するさくらイ

ンターネットに最大68億円を補助する方針を発表

AI戦略会議で想定される主な論点

利活用促進 規制

• 国産AIの開発

• 省庁の答弁作成等業務負担

軽減

• 企業の顧客対応などへの活用

• 機密・個人情報の漏洩

• 著作権の侵害

• 差別・誤情報の拡散

AI規制では欧州が先行、
G7／OECDもルール形成に動く

AIの普及拡大を受

け、19年策定のAI

国際原則の見直し

を検討

新たな枠組み「広島プ

ロセス」を通じて、23年

中にG7としての見解を

取りまとめる方針

G7

23年6月、生成AIを反映

したAI規制案を採択、23

年中にEU主要機関で合

意を目指し、26年頃に完

全適応の見通し

出所：各種公開情報
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業務改善
可視化
自動化

顧客価値創出

新ビジネス創出

時間・難易度

期待成果

【D1】 自社

【D2】 顧客

【D3】 エコシステム

3 Dimensions でビジネスの進化を視点の枠組みを変えていくことで考える。D1は自社における可視化・
プロセス効率化。D2は顧客や市場への価値創出。D3では業界初・世界初を生み出していく

3 Dimensions で進化を考える

生成されていく新しいビジネス
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Generative AIの信頼性とその克服



© 2023. For information, contact Deloitte Tohmatsu Consulting LLC.

目標、成果、成功要因

日本の組織は、AIリスクへの対応が世界平均に大きく遅れをとっています。

19%

12%

16%
18%

15%

21%

14%

19%

32%

29%
27% 26% 26% 26% 26%

25%

サイバーセキュリティの

脆弱性

新規制・規制変更 AI倫理に関わる問題 競合他社への遅れ AIの透明性

・説明可能性の欠如

AIによる失敗や

誤った判断

AI活用に対する

従業員の反発

AIによる自動化による

雇用喪失の可能性

日本 (n=110) 全体 (n=2,875)

AIリスクへの対応状況
(% リスクへの対応力が非常に高い)

Q19. AIに関連する以下の潜在リスクに対して、あなたの組織は対応する準備ができていると思いますか？

Copyright © 2022 Deloitte Development LLC. All rights reserved.

出所：デロイト,「グローバルAI活用企業動向調査 2021」
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「言葉」を用いて、 “どこでも・誰でも・簡単に” 利用できるChatGPTのビジネス適用について、
大きなメリットが期待される一方、リスクへの懸念が高まっています

ChatGPTを活用することで発生するリスクの全体像

利用者から

見た特徴

技術的な

特徴

「言葉」で

“どこでも・誰でも・簡単に”

利用できる「汎用性」

高い

「性能」

大規模な

パラメータ数

「自然な受け答え」を

実現する技術

大量の公開データで

「ありがちな組み合わせ」

を学習

✓ AIの活用が大きく拡大

✓ 従来行われていた専門家に

よるAI構築、導入、運用の

コストを大幅に削減可能

✓ 業務の効率化・高度化が

可能

✓ １回のAI構築の試行につき

計算コストは数億円にのぼ

る言われており、利用者は

そのコストを払わずに恩恵を

享受できる

✓ AIからの回答は、表面上は

利用者にとって人間と同等

に自然であり、利用者は気

持ちよく利用することができ

る

✓ 社会に広く浸透している一

般的な事項を効率的に把

握できる

✓ どこでも→リスクの多様化

（情報漏洩、透明性、正

確性、公平性等）
✓ 誰でも→影響範囲広範化
✓ 簡単に→顕在化頻度向上

✓ AI活用のインセンティブが格

段に上がるため、使ってはい

けない情報を使ってしまうな

ど、情報漏洩のリスクが格

段に上がる

✓ AIの処理内容を理解するこ

とが極めて困難に。そのよう

なAIを構築できる一部の企

業に依存せざるを得なくな

る外部依存のリスクも

✓ いかにも正しいように回答す

る「幻想」の傾向。これに起

因する「AIに騙される」「AIを

騙す」正確性・安全性のリ

スクが発生

✓ 学習データの偏りにより、特

定の言語・文化・話題等で

性能が落ちる。これが公平

性やバイアスのリスクにつな

がる

• リスクの多様化

• 影響範囲の広範化

• 顕在化頻度が上がる

• 情報漏洩

• プライバシー

• 透明性

• 外部依存

• 正確性

• 安全性

• 公平性

• バイアス

ChatGPTの特徴
ChatGPTを活用する

「メリット」

ChatGPTを活用することで

発生する「リスク」

リスク

特徴・要素

い
か
に
リ
ス
ク
を
抑
え
つ
つ
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

リ
ス
ク
対
策

難
易
度
向
上

従
来
か
ら
「A

I

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
枠
組
み
で

検
討
さ
れ
て
い
るA

I

リ
ス
ク
か
ら

根
本
的
に
は
変
化
な
し
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生成AIのリスクコントロールに向けてプロンプトガバナンスの導入を支援します
（論点：可能取得なデータ範囲、モデルの精度、マルチモーダル、そして商用利用可否）

プロンプトガバナンスの導入

生成AI
入力

プロンプト

出力

レスポンス

入力の自動チェック(組込)

• 利用ガイドラインへの抵触

• 個人情報の混入

• 確信度を下げる入力

入力の自動拡張(組込)

• Webに無い情報の設定

• 詳細な疑似人格

• 特定テーマの最新情報

出力の自動チェック(組込)

• ソース情報(URL)の実在性

• 数値の正確性

• 誹謗中傷となる表現

出力の自動拡張(組込)

• データ型の変換

• 確信度の高い回答

• 異論・反論の追加

入力／出力の蓄積・分析(組込)

• 利用ガイドラインの遵守モニタリング

• 良いプロンプトテクニックの探索

• プロンプト／レスポンスに含まれるバイアス

• 新たなユースケーステーマの発見

入力(プロンプト)及び出力(レスポンス)の過程にプロンプトガバナンス機能(自動チェック／自動拡張／蓄積・分析)を組込

商用利用は

可能か？

論点④

データソース

ビッグデータは

取得可能か？

論点①

モデルの精度は

高いか？

論点②

マルチモーダル

か？

論点③
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組織ガバナンス

【組織ガバナンス】 組織と各サービスがライフサイクルを通して連携し、

環境変化へ持続的に適応するアジャイルガバナンスが求められます

組織ガバナンス AIサービスAIサービスマネジメント

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

(ペルソナの具

体化)

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

(ペルソナの具

体化)

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

企画

(戦略)

 ガバナンスゴー

ル(実現すべき

価値・目的)

 AIサービスの役

割・期待値

 ステークホル

ダー検討

 PoC実施計画

(データ・技術の

調達/開発環

境/開発体制

等)

PoC

 AIモデル開発

 効果検証

 AIサービス企画

 システム化プロ

ジェクトの計画

 リスクアセスメ

ント

サービス化

(導入)

 システム化の

実施

 リスクコントロー

ルの構築

 利用者への教

育・取り決め

 ステークホル

ダーへの説明

利活用

(運営)

 AIサービスの運

用

 AIサービスのモ

ニタリング

 利用者のサ

ポート

 変化への対応

・
・
・

外部システムへの影響

（透明性・アカウンタビリティ）

評価

システムデザイン

ゴール設定

運用

環境・リスク分析

外部システムからの影響

①ガバナンスゴール

策定方法の確立

②AIサービスの

ライフサイクル管理

体制・プロセス

経済産業省 「AI原則実

践のための企業ガバナンス・

ガイドライン」

③AIガバナンスの

動向を踏まえた

再評価 ④AIサービスマネジ

メント支援

組織ガバナンスは、各AIサービスの検討を支えるフレームワークを提供

① 各AIサービスのガバナンスゴール策定方法

② 企業スタイルに応じた「AIサービスのライフサイクル管理体制・プロセス」

③ ガバナンスゴールを再評価(レビュー・アップデート検討)するための仕組み

④ AIサービスマネジメントの支援

AIサービスがライフサイクルにおいて、以下の内容を具体化

① AIサービスのガバナンスゴール(実現すべき価値・目的)を適切に検討

② AIサービスのライフサイクル(企画→PoC→サービス化→利活用)を遂行

③ AIサービスのガバナンスゴールの再評価(レビュー・アップデート検討)

④ AIサービスマネジメントを高度化・効率化
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先進的なAI の活用とリスク対策の流れ（想定）とサービスメニュー

デロイトトーマツの持つ「ビジネス」x 「AI活用」x 「AIリスク対策」に係る高い専門性を活かし、ChatGPT
等の先進的なAIの「活用」と「リスク対策」両面からのご支援を行います
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どう活用を進めていくか
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貴社がGenerative AIを業務適用する上での論点

 適用領域は？

- 適用させる業務領域、想定効果

- 適用に伴うリスク抽出

- 適用に伴う業務プロセス・業務ルール・組織体制

 適用効果最大化に向けた施策は？

- プレイブック

- ユースケース蓄積・公開

- チェンジマネジメント

- 中長期戦略

 各部門の役割分担は？

- ルール制定

- インフラ環境整備・運用保守
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自社でのGenerative AIの理解および活用を促進させ、変革を進めるための施策として、
Generative AI ワークショップを提供しています

Generative AI ワークショップの概要

Day1 : Educate & Inspire Day2 : Ideate&Plan

目的

コンテ
ンツ

Generative AIの概要と、それらの技術が
業務をどのように変化させる可能がある
のかについて理解する

Generative AIの概要説明と、利用した実際の
操作を通じて、 Generative AIが自身の業務を
どのように変えることができるのかについて
体感いただく

Generative AI Serviceを利用した多様な
ユースケースの創出と実行プランを策定
する

できることを理解した上で、どのように活用
できるかチームで議論し、有効なユースケー
スについて実行プランを策定する

概要資料 実際の画面・ツール ユースケース案 実行プラン・ロードマップ

ワークショップを通じて、Generative AIに対する理解の醸成と、
Generative AIを利用したユースケースの創出及び、プランニングを行う
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自社でのGenerative AIの理解および活用を促進させ、変革を進めるための施策として、
Generative AI ワークショップを提供しています

Generative AI ワークショップから適用の流れ

ワークショップを通じて創出したアイディアの具体化・実行計画策定を行
い、他社員へも公開していくことで、業務変革を加速していく

アイディアを蓄積・管理・公開する仕組み

アプリ・システム改修が発生するアイディア

即時業務適用できるアイディア

ワークショップ実施 業務への適用

参加者 ユーザー

アイディアの蓄積・計画／実行状況管理

①プロンプト利用のアイディア

②APIを活用した
新規アプリのアイディア

③既存システムへのAPI
組み込みのアイディア

他 社員

新たなアイディア
のヒントに！

アイディアの登録

即時業務適用し
効果を創出

アプリ・システム
に計画的に組み込み

効果を創出
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先行企業 AI推進活動全体のアーキテクチャ

戦略

組織

人

プロセス

データ

テクノロジー

1年目 2年目 3年目

【基礎固め】

小さくはじめてQuick-Win

【スケールアップ】

成功体験の横展開

【収益化】

利益をもたらす活動に

組織として収益性を考慮
※ユースケースのROI正確さ担保など

活動拡大への動き

（AIの民主化加速）
※ビジネス部門への“出島”作成など

全社横断推進のため

CoEとして設立

※基盤構築を推進し、活用・ガバナンス・

人材育成等活動を全体整合させる機能

としてIT/デジタル側に立上げが必要

企画職を設置して加速

※将来を見据えた動きのアジリティ確保

外部リソースを使いケイパビリティ確保、KTとユーザ教育の推進
※スピードを重視し、外部要員を積極的に利用

リテンション・ハイヤリング・リスキリング

整備による内製化
※IT側・ユーザ側両面で推進人材を確保しつづける

効果測定しやすいユースケースの優先

実行
※売上向上系、コスト削減系

CXや品質向上系

ユースケースの開始

内部データ×外部データ

外部データ活用の本格化

規模*

ポイント

ステージング

社員 外部

×2 ×5

社員 外部

×6 ×10

社員 外部

×8 ×20

社員 外部

×10 ×30-40

社員 外部

×12-15 ×40-50

先行事例では、小さく開始しQuick-Win（成果）から全社展開へスケールさせるのに、❶CoE設置と
❷ユースケース創発のプロセスが立上げ・拡大の原動力となっています

*: 従来のデータドリブン組織CoEは既存組織にマージされていき、AI CoEが別途独立した組織として推進を担う可能性を想定

既存LLMアプリケーション

の活用
※ChatGPT等

LLM×分析機能の連携
※GPT API利用、

検索機能との連携等

他生成AI活用
※画像生成・音声生成等

業務システムと生成AIの結合
※複数システムに対する統一IFの設定

社内データ

今あるものの活用

社内データ＋メタデータ

整備

業務知見・履歴 ＋外部データ

新規生成・拡張

point❷
ユースケース

創発

プロセス

point❶
CoE設置

効果

波及
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生成AIのポテンシャルとは？

目先ではChatGPTが注目されていますが、大きな成果を生み出していくには、より巨
視的にイネーブラーを捉える視点が必要となります

組合せて大胆に活用 普及・浸透力を積極的に活用

多種多様な

自動化技術 & AI 固有

ソリューション

• ChatGPT

• Bing

• Bard

・・・

• テキスト

• オーディオ

• 画像

• 動画

・・・

• 認知、学習、推論…

• 音声認識、感情分析…

• 生成 AI、AutoML

• Smart Contract

• No-Code/Low-Code

・・・

…ともすれば、近視眼的に大きなスケーラビリティを期待…

• 中間業務・成果物が

ごそっとなくなる…

• 外注分をまるっと

内製化して圧縮…

• ヒト・組織が

まるごといらなくなる…

• 誰にでも、極めて

使いやすいIF

✓ “ピンと来る”

✓ “面白い”

• 但しリスクも認識され、

一定ブレーキがかかる

数ある中のひとつ

数ある中の一製品生成 AI

50
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今後訪れる可能性…

到達時期
が変わる

初速が変わる

51

＜出所＞
※Goldman Sachs 「The Potentially Large Effects of Artificial Intelligence on Economic Growth」（2023/3）

2020 2030

2017時点の予測

AIによる代替割合:

15%

2023/3時点の予測

AIによる代替割合:

25%

2023

自動化技術の“組み合わせ“
によるブレークスルーＡ

Ｉ
が
も
た
ら
す

ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
パ
ク
ト

時間軸（年）

到達点が変わる

更なるインパクトも…

変
曲
点 

➋

変
曲
点 

❶

GenAIの急速な普及

ビジネスインパクトの加速

AI技術の進展、及びその普及・民主化速度は予想を上回り、より大きな変革機会が生
み出されつつある
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生成AIを他の先端技術等と組み合わせることで、「働き方・オペレーション・サービス
の在り方」そのものを変革できる可能性が見えてきます

要素技術 可能になること 適用領域（例）

文字認識
画像認識

生成AI

手書き書類・写真のデジタル化と活用

• 物流センターにおける手書き伝票や商品・設備等の
写真を構造化して蓄積し、様々な業務アプリケー
ションで活用し易くする

• 事務オペレーション領域
（伝票処理、報告書分析・要約等）

• 新規配属社員の教育
（資料作成・評価のための情報整理等）

音声認識
（+感情分析）

生成AI

感情に寄りそうバーチャルエージェント

• 音声ベースでインタラクティブにやり取りを行いながら、
感情に寄り添った対応をバーチャルで実現

• 顧客接点領域
(照会対応、営業等)

• 社内サポートデスク業務の自動化

• バーチャルメンター

検索API 生成AI

膨大な情報量の調査と要約

• Web上に存在する膨大な情報から必要な情報を収集
し、さらにその内容を要約して根拠と共に示す
（情報の最新化も図ることができる）

• 専門性が高い領域も、検索範囲を指定して対応可能

• 各種調査業務の自動化

• 専門性の高いアドバイス業務の自動化
(社医・法務相談・募文書審査・約款…

等)

• RMの 企業情報把握（ニーズ把握等）

生成AIのユースケースアイデア例

スマートコントラクト・
ブロックチェーン

生成AI

意向把握・認証と後続処理の自動化

• スマートコントラクトにより保険契約の条件やプラン
を自動生成して契約締結プロセスを自動化

• GenerativeAIにより請求処理を受け付け、後続の
スマートコントラクトで支払処理を実行

• 事務オペレーション領域
（契約締結・保全手続き・支払請求等）

• 社内の各種申請・登録など
（人事・経理・総務…等）
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業務改善
可視化
自動化

顧客価値創出

新ビジネス創出

時間・難易度

期待成果

【D1】 自社

【D2】 顧客

【D3】 エコシステム

3 Dimensions でビジネスの進化を視点の枠組みを変えていくことで考える。D1は自社における可視化・
プロセス効率化。D2は顧客や市場への価値創出。D3では業界初・世界初を生み出していく

3 Dimensions で進化を考える

生成されていく新しいビジネス
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Appendix
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(参考)生成AIに関するユースケース

Generative AIは様々な業界の課題解決に効果を発揮する事が期待されています

<Confidential>

業

界

様式

エネルギー・資源・工業 金融サービス・保険 行政・公共サービス テクノロジー・メディア・

通信

ライフサイエンス・ヘルス

ケア

コンシューマー

音声

フィールドバーチャルアシスタント

フィールドエージェントがハンズフリー

なままで自然言語を使用して、ベ

ストプラクティスや修理情報にアク

セスできるように支援する

リテールバンキング業務支援

顧客の申し込み、質問、交渉などを

含む複雑なリテール業務に人間同

様の支援を提供する

行政・公共サービス支援

行政サービスや学生向け情報のオンデ

マンドアクセスの際に、自然言語で支

援する

翻訳・字幕・説明文

音声を多言語に翻訳（例：字幕

の生成など）し、ビジュアルメディア

コンテンツに説明文を提供する

フォローアップの自動化

臨床メモを取り込み、フォローアップが

必要な患者を特定し、フォローアップの

スケジューリングや健康習慣を促すた

めに送信可能な音声メッセージを作

成する

会話型リテール

特定のブランドやカテゴリーに特化し

た小売店において、人間型チャット

ボットを使い、詳細な商品サポート

やガイダンスを提供する

コード

ノーコードな物理学ベース環境

研究者が、天候、流体力学、環境

の高度な計算ができる正確な物理

学ベースモデルを作成することができ

る

データベース検索

SQLなどのデータベース言語の代わ

りに自然言語を使用して、特定の

項目やインサイトを見つけるために

大規模金融取引データベースを処

理する

ナレッジ管理

公務員が、自然言語を介して画

像・動画・テキストファイルから大容

量非構造化データのクラスター分け、

検索、絞り込みを行う

オリジナルゲームの制作

斬新なコンピューターゲームやビデオ

ゲームの概念化やコーディングを行

い、ゲームテストのプロセスを促進さ

せる

臨床試験データの処理

研究者がデータをクリーンアップし、

自然言語を使用して臨床試験や

承認プロセスのためのグラフやインサ

イトを生成することができる

高速マーケティング

マーケティング担当者が自然言語の

スピードでウェブサイトや外部向け販

促用品を作成し、新製品やサービス

をより速く市場に投入できるよう支

援する

画像

新製品開発

新製品開発と修理を支援するた

め、工業製品や部品の詳細な図

解を作成する

不正検知

クレジットカード認証などの分野にお

いて社内不正モデルを強化するため

に顧客の署名を生成し、不正が発

生しやすい箇所をとりまとめる

公共事業計画の改善

自然言語を使用して詳細な計

画を作成し繰り返すことによって、

公共事業の策定プロセスと計画

自体を強化する

半導体チップの設計

性能パラメータに基づき設計を反

復・強化し、開発ライフサイクルの

期間を短縮する

医療用画像の改善

医療用合成画像を多数生成し、画

像処理アルゴリズムを学習させること

で、異常の特定や臨床医が問題を

発見するためのトレーニングを行う

商品写真と詳細

新製品や既存製品の詳細や

非常にリアルな写真を様々な

環境で作成する

文章

技術文書の要約

詳細な文書から情報を抽出し、

フィールドレポートを特定のフォーマッ

トに合成する

カスタマーデューデリジェンス報告

KYCプロセスなど、新規顧客に関す

るレポートを作成し、顧客のオンボー

ディングに係るアクションや意思決定

を従業員が行えるようにレポートのサ

マリーを作成する

ケースファイル管理

複雑な政府機関のケースファイル

を解析し有用な詳細情報を見

つけ、迅速に理解できるように要

約・レポート作成を行う

サイバーセキュリティ脅威の検出

マルウェア、異常、潜在的な脅威

について、リスクの高い領域をまと

め、脅威を検出し、エグゼクティブ

レポートを作成する

病歴概要の作成

電子健康記録（EHR）の臨床メ

モから、患者の人口統計、病歴、

アレルギー、投薬、その他関連する

詳細を要約し、病院での受け入れ

に役立てる

パーソナライズドスーパーマーケット

購入者１人ひとりにあわせた食事の

プランや買い物リストを、特定の店

舗で入手可能な商品の範囲で作

成する

動画

（初期段

階）

イベントの特定

エンドツーエンドの生産ラインのライ

ブ動画から情報を収集し、プロセス

とイベントに関する特定の状況を検

出する

保険金請求の根拠となる動画

保険金請求の根拠となる動画

（例：自動車衝突事故）を精査

し、事故に係る部分を抜き出した動

画を新たに生成する

市民生活支援

人間さながらのパーソナルアシスタン

トを空港・車両管理局・国境警備

局・出入国管理事務所などの場所

に設置する

バーチャルキャスター

言語や国境を越えてサポートできる

人数を十分に確保できないが需要

の高いイベント（例：スポーツ生中

継など）のため、バーチャルなオンエ

アキャスターを作成する

デジタルセラピー

デジタルセラピーやバーチャル環

境で 必要とさ れ るアセッ ト の

AR・VRコンテンツを生成する

CMブレーンストーミング

テレビCMやオンラインCMなど、生成

されたビデオやビデオストーリーボードを

使ったブレーンストーミングを速やかに

行うことができる

3Dモデル

＆データ

地質学的評価

石油探査や資源発見の可能性に

関するリアルデータと合成データの

両方を評価する

金融モデルの強化

金融モデルを改善・向上させるため

に合成データを生成し、金融機関の

流動性とプロセスにストレステストを

行う

災害復旧および計画策定支援

計画策定と準備の補助として合成

データ（例：交通データ、人口デー

タ、what-ifシナリオ分析）を使用し、

都市計画者と災害復旧チームを支

援する

通信ネットワークメンテナンス

合成データを使用してデジタルツイン

をトレーニングし、ネットワーク障害の

特定と、現場の技術者の復旧作業

を支援する

新薬の創薬

タンパク質や生体分子の構造と機

能を生成し、新薬候補の創生を促

進させる

素早い製品デザイン

ユニークで忠実な製品モックアップの

製作を通じて、製品プロトタイプのラ

イフサイクルを早め、購買者の合成

行動データを作成する

Source: Deloitte US, “The Generative AI Dossier: A collection of industry specific use cases based on deep industry expertise, research, and expert interviews” 
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ジェネレーティブAIの活用領域・テーマ(案)

「攻めのジェネレーティブAI活用」のとして、企業の社内業務を見ると、以下6つの重
要な業務活用の領域がありうる

社内知見

共有促進

調査分析

効率化

ノウハウ

共有

⑥ ジェネレーティブAIに関する
活用ノウハウの社内共有

問い合わせ

削減

③ 社内問い合わせ業務の工数短縮、
高度化

業務自動化

推進

④ 他システムと連携する等も駆使し、
RPAとも組み合わせて業務プロセスを
自動化していく

エンジニア

リング強化

✓ 提案書・レポートの検索、閲覧

✓ 過去の成果物から要約文書作成

✓ 社内事例の自動生成

✓ 行政の議事録・ガイドラインの集積

✓ 補助金申請の採択情報の集積

✓ 研究論文、プレスメントの集積

✓ 目的に沿った文書生成の命令

方法など、業務を支援するプロンプ

トのベストプラクティス

✓ IT系、システムの質疑/自動応答

✓ 法務の質疑応答/自動応答

✓ 研修、育成の質疑/自動応答

✓ Copilot(Office365)の導入

✓ PowerApps Copilot

✓ sales-cloud-einstein

✓ プログラミング、コードレビュー

✓ 試験データ・プログラムの作成

✓ AIを活用した汎用ツール導入

ユースケースジェネレーティブAIの活用テーマ

攻
め
の
ジ
ェ
ネ
レ
ー
テ
ィ
ブA

I

活
用

アイデア生成

情報収集

・文書要約

議事録・翻訳

資料の自動生成

ナレッジ検索

技術支援

活用形態
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② 社内知見・ノウハウの利活用を
最大化
(主に内部データの活用)

① 調査業務における情報収集、分析
(主に外部データの活用)

⑤ エンジニアリングにおける
生産性向上、効率的な社員育成
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生成AIの分類とアプリケーション例

生成AIによって、簡単な指示からテキストや画像、図面等を自動生成できるため、
コーディング、デザイン、設計を始めとする様々な分野での応用が期待されている

文書作成・推敲

議事録

情報収集・分析

サポート

（チャット/メール）

営業メール

マーケティング

（コンテンツ）

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

アプリ構築

クエリ―生成

コード生成

コード変換

アート・CG

ロゴ・デザイン

メディア・広告

製品デザイン

音声合成 動画生成/編集

テキスト プログラムコード 画像 音声 動画 3D その他

3Dモデル/背景 生物学/化学

オーディオ

音楽

RPAゲーム

写真

産業デザイン

企画・創作 データサイエンス

コード文書化

建築デザイン
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